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　ヘンリー・F・アンガス（1891-1991）は、
新渡戸稲造の告別式で弔辞を述べた人物として
知られる。1933 年 8 月に行われた太平洋問題
調査会、バンフ会議の終了後に腹痛を起こした
新渡戸をバンクーバーに連れ帰ったのがアンガ
スであった。日本において国際経済学者ヘン
リー・F・アンガスは、新渡戸稲造研究におけ
るこの脈絡で触れられる以外は、ほとんど知ら
れていない（1）。アンガスは、戦前から戦後にか
けて特に激しい日本人排斥運動、黄禍論が高
まったブリテッシュ・コロンビア州（B.C. 州）
において、最後まで日系カナダ人の権利を擁護
し、日系人を勇気づけた数少ない人物のひとり
である。
　Sunahara（1981）は、第 2 次世界大戦勃発
時に、日系人に対するカナダ政府の方策決定や
その実施に関係した人々を“Villains（悪者）”
と“Heroes （英雄）”とに明確に区別した。また、
日系人抑圧の立案に影響力を持つメンバーたち
の数人を、“Jap hater”として識別する。大戦
勃発後、多数派の見解を無視するかたちで日系
人を強制移動させたのも、常に模範としていた
米国では実施しなかった強制移動時における資
産の押収という内閣令を実現させたのも、一部
の強力な“Jap hater”たちの影響力であった。
一方で、その人種差別とアンフェアーな主張に
真っ向から疑義を唱えた人たち、日系人のHe-
roes （英雄）たちがいた。外交官で、日本公使
館開設時に代理公使を務めたヒュー・キンリー
サイド、連邦警察（王立騎馬警察＝RCMP）の
高官フレドリック・J・ミード、そして、ヘン
リー・F・アンガスである。本稿はブリテッ
シュ・コロンビア大学が所蔵するアンガスの日
記と著作、新聞記事等を資料として調査したア
ンガス研究の一端である。ここでは、THE 
NEW AGE紙上に掲載されたアンガスの手記、
“Message to Canadian-Born Japanese” （THE 
NEW AGE, 1932）を紹介し、日系カナダ人の
擁護者、ヒーローとしてのアンガスを検証した
い。
　前半部で、カナダ日系コミュニティーにおけ
る最初の英字新聞THE NEW AGEと“Mes-
sage to Canadian-Born Japanese”が掲載され
た背景を記述したうえで、アンガスのメッセー
ジを考察する。後半部では、アンガスについて
補足解説をかねて、Sunahara（1981）の記述
をもとに、敵性外国人資産の管理者（the Cus-
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todian of Enemy Property ）権限強化法案
（1943 年）に対する、マッケンジー・キング首
相へ送りつけたアンガスの抗議文を紹介する。
この手紙は、日系人のヒーローとしてのアンガ
スを明白に指し示す一例だといえる。
　アンガスは“Message to Canadian-Born Jap-
anese”において、日系二世に対して白人カナ
ダ社会の文化習得を求めるが、あくまでも日系
人の受け継いできた伝統を認めたうえでの要求
であった。主流社会との差異を認めたうえで、
少数派である日本人社会を承認する。日本人固
有の価値を基盤に社会参加が可能になるよう、
「自信」と「忍耐」を求めるメッセージは、今
日の多文化主義に通じる精神を説いていると言
える。アンガスのメッセージは、カナダ日系移
民者、特に「日本人であること」と、「カナダ
人であること」の狭間で苦悩する日系二世の問
題をあらためて浮き彫りにする。2015 年、シ
リア難民が大きなニュースとなり、日本におけ
る移民・難民者の受け入れ拡大も言及されてい
る。一方で、少子化に伴う外国人労働者の受け
入れも、近い将来、本格的な課題となると推測
されている。海外の異質なコミュニティーにマ
イノリティーとして移り住み、主流社会との軋
轢にさらされ続けた日系移民者の問題は、そう
した現代へのヒントにもなると言える。
1．THE NEW AGE紙の刊行と日系二世
　THE NEW AGE紙はバンクーバーを拠点
にし、1932年3月12日付でカナダの日系コミュ
ニティー向けの新聞として創刊された。ひと月
に 2回発行の英字新聞である。日系カナディア
ンのための英字新聞としては、The New Cana-
dian ―The Voice of Second Generation―紙が
よく知られているが、この創刊は 1938 年であ
る。それより 6年早い、日系人向け最初の英字
での新聞といえる。発行者および主幹はホズ
ミ・ヨネダ、ビジネスマネージャーが、トーマ
ス・T・ヨシダとなっている。この新聞につい
ての記録資料はあまり残されていないが、
Hayakawa（1936）の記述によれば、日系学生
グループによって刊行された新聞だという。1
年半程度で廃刊している。創刊号（1932 年 3
月 12 日付）の論説（Editorial）で、この新聞
の二つの目的と紙面構成が述べられている。目
的の一つは、日系カナダ人二世たちの最善の利
益に寄与すること。二つ目として、一般カナダ
人市民に、カナダ生まれの日本人たちの感情や
思想、考えに接する機会を提供して、彼らの日
系二世理解に役立つこととしている。続けてこ
の論説は、二つの目的を効果的に実現させるた
めとして、この紙面に以下のような三つのセク
ションを企画するとしている。まず日系二世た
ちが表現し意見を交換する欄、次に日系二世が
抱えている問題について、様々な分野のカナダ
人や日本人からの寄稿を掲載する欄、そして、
日本の歴史や文明、同様に東アジアの最近の出
来事を紹介する欄としている。
　このTHE NEW AGEの創刊号 1面、トッ
プ記事として掲載されたのが“Message to Ca-
nadian-Born Japanese”（「カナダ生まれの日本
人へ」）と題されたエッセイである。執筆者は、
ブリテシュ・コロンビア大学（UBC）の政治、
経済の教佃をとっていたヘンリー・F・アンガ
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ス教授である。何故、アンガス教授であったの
か。アンガスは、UBC の日本人学生クラブ
（University Japanese Students’ Club）と関わ
りが深かった。The New Canadian （Vancou-
ver, Oct.10, 1941）には、このクラブの日系人
学生が主催するアンガスの講義開催の案内が掲
載されている（2）。会場は、アンガスの自宅であっ
た。アンガスとこのような親交があったUBC
の学生らが中心となって、THE NEW AGE
を刊行させ、創刊号の記事をアンガスに依頼し
たのではないかと推測できる。しかしそれ以上
に、ヘンリー・アンガスのことばが、彼ら日系
二世たちの最善の利益となり、また一般カナダ
人の日系二世理解に役立つものだという認識を
持っていたからであろう。大きく写真入りの
エッセイを寄稿したと言うその事実だけでも、
アンガスと日系人との深い関わりが見受けられ
る。
〈カナダ日系二世の誕生：英語の使用、アイデ
ンティティ〉
　1930 年代の英字新聞の刊行は、この時期の
カナダ日系社会を明確に特徴づける。日本語よ
り英語を良く理解する日系人たち、すなわち、
日系人第二世代の多くが青年期を迎えようとし
ていた。彼らは親世代の文化を受け継ぎながら
もこの地で育ち、ここで生活することを前提に
して、カナダの社会や文化を身につけることを
求められた。しかしまた一方で社会は、カナダ
人であろうとする日系を、一人前の人間として
認めようとはしていない。アンガスはそうした
状況下にあった日系の若者たちにメッセージを
寄稿したものである。以下では、アンガスのメッ
セージの背景として、この時期の日系社会と英
語使用の状況と日系二世のカナダ社会への同化
とアイデンティティの問題について触れる。
（1）英語の使用
　英字新聞THE NEW AGE紙に、アンガス
と並べて掲載されている蜂谷輝雄バンクーバー
領事の文章には、以下のような記述がなされて
いる。
このジャーナルの創刊は誠にうれしいこ
とです。現代日本の様子に関心を持って
いる、あるいは知っておきたいが、日本
語の知識が不足のために、日本語で刊行
している新聞を読めなくて、本当にハン
デキャップであるとこれまで思っている
人たちに、大きな利益を約束するからで
す（3）。　
（THE NEW AGE 1932, March.12）
　飯野（2003）の論文に引用されたカナダ国勢
調査によると、日系二世の人口急増は 1921 年
からの 10 年間に起きている。この間の増加は
約 7000 人である。THE NEW AGEが刊行さ
れた 1931 年時点の二世人口は 11,081 人。全日
系人の約半分（約 48％）の人口である。これが、
1941 年になれば 13,687 人、全日系人のおよそ
60％まで日系二世の人口は増加している。
　日系人の英語使用についてどうなっているの
か。椿（1998）が引用している、バンクーバー
地域の日系人が家庭で使用する言語についての
カナダ国勢調査（1991）から概算すれば、1930
年ごろに成人を迎える世代（1910 年前後に生
まれている日系人）で、全体の 75％は日本語
を使用し、英語使用は 25％となる。
　日系人全体の 25％が家庭で英語を使用する
という状況は、日系社会の新時代（new age）
到来を物語ると理解すべきものである。なぜな
らば、移民一世らは、なかでもパイオニア時代
は、最終的には日本に戻ろうとしていたので
あった。それら移民一世にとって、その子（二
世）の教育的な関心は、日本語、日本文化教育
であった（Takata、1983 ; 倉田、1983）。日本
の教育のため、日本いる祖父母へ子供たちを送
る “kibei”（元来は米国から戻ったものの意）
のケースも多かったという。
　Takata（1983）によれば、日系二世の誕生
は 1910 年ごろから移民してきた「日本人花嫁
（写真花嫁）」による。花嫁を迎えて、二世の養
育の場を構えると、そこには日本人コミュニ
ティーを形成させていくことになる。それは日
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本語だけで完結してしまう生活空間である。そ
してコミュニティーの子供たちには教育施設が
つくられていく。1910 年から 1925 年までに、
開校した日本語学校は 60 校に上っている。日
系コミュニティー内での教育の活性化は、バン
クーバーにおけるアジア系排斥の動きにも関連
していた。実際には具体化しなかったようだが、
飯野によれば、この当時バンクーバー商工会議
所から「東洋系の学童を白人の学童とは隔離し
て教育する提案」が市に提案される事件が起
こったという（2002：47）。日系社会では国民
学校をつくり、日本の教育を自らの手で行った。
B.C. 州においてパブリックスクールでの義務教
育を強制されるようになったのは第一次大戦後
からである（Takata、1983）。パブリックスクー
ルでの教育は、日系の若者にカナダ社会の考え
方や文化を教え込むのではあるが、倉田（1983）
によれば、この二世たちは白人社会による差別
排斥のため就職困難に直面し、結局日本語を
使って、親の世代ととともに働くしかなかった
という。
（2）カナダ人になること
　帰化しても、その地で生まれても、カナダ日
系二世の若者たちは市民権を得ることができな
かった。しかし、日系二世の若者たちはそれを
社会の不正だとして権利の主張をするのでな
く、むしろ良きカナダ人になるべき自己の力不
足とし、まずは自己を高めようとする考え方を
持っていた。日系人であることと、カナダ人に
なろうとすることの狭間で、外的な障害に突き
当たりながらも、若い日系二世たちの内部では、
積極的な自己確立に対する意識が指摘されてい
る。
　B.C. 州の仏教会活動を通じて日系人の意識を
考察した飯野（2003）の論文は、日系カナダ人
二世のアイデンティティに関連して興味深い結
論を導いている。飯野は、当時の二世の意識が
明確に示されているとして、バンクーバー、フェ
アビューにある佛教青年弁論部が刊行した冊子
『雄叫び』とキチラノ佛教会が刊行した機関紙
『仏陀』を分析した。『雄叫び』には、1930 年
に開催した「全加青年弁論大会」で発表された
14編、『仏陀』には1935年及び1940年のもので、
日系青年 14 名の演説が掲載されている。飯野
は、二世たちが仏教を通じて日本精神（大和魂）
を学ぶのだと述べながらも、彼らがカナダ人で
あることを繰り返し表明していることを指摘す
る。そして「これは外に向けて自己のアイデン
ティティを主張することであり、また、そうす
ることで、自身の意識を確認していたのである」
（2003：14）とし、以下のように述べている。
・・・そこで重要なのは、大和魂を持つ
ことと、カナダ人としての意識を持つこ
とに矛盾がなかったことである。日本精
神を持ち続けることは決してカナダに対
して「不忠」なのではない。むしろ「忠実」
なカナダ市民になるためには、日本人の
代表者であるとの自負を持つことが必要
である、と彼らは主張するのであった。
（2003：14）
　「カナダ人である」という自己意識は、「日本
の精神（大和魂）」のうえに接木される。土台
となる日本文化に自信と自尊心を確立させてこ
そ、カナダ人意識が確固とされるというもので
ある。　
　また、Hayakawa（1936）はTHE NEW AGE
紙の 1932 年の 9月、10 月、12 月に刊行された
記事から、若い日系人たちが述べた自己意識に
関わる投稿やエッセイを拾い集めた。副題に
“An Experiment in Citizenship”と付けてい
るこの Hayakawa の論文は、市民権を認めな
い B.C. 州への抗議も含めて、日系二世の内面
を記述して、そのカナダ人としての意識、ある
いは資質が白人のスタンダードに比べても十分
な水準であることを主張する意図があった。
Hayakawaは、日系二世の若者たちが繰り返し、
自分たちがカナダ人であることを述べる一方
で、すべての記事で彼らが日本文化について触
れているとし、「単にカナダ文化に従うだけで
はなく自分が日本人として受け継いできたもの
でより豊かにしていきたい」（1936：21）といっ
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た内容が多いと指摘した。以下は、Hayakawa
が引用した日系高校生のコメントの一部である。
We must contribute to Canada the best 
of our oriental ideals-simplicity content-
ment courtesy and ﬁ lial piety. 
私たちはカナダに対して、もっとも東洋
的なシンプルな考え方、礼儀正しさ、そ
して混血世代の持つ愛国心を寄与しなく
てはならない。
　そしてHayakawaは「二世の知性的背景には、
よいカナダ人になるための日本文化の貢献とい
う意識がある」（1936：21）と結論づけている。
　飯野、Hayakawa 両者の論文によれば、少な
くとも 1930 年前後から日本とカナダが戦争状
態に入る前までの日系カナダ人二世は、カナダ
人としての習慣やものの見方を習得しつつも、
受け継いできた日本文化やその伝統を肯定的に
表現し、両者の接合とあるいは統合を積極的に
成し遂げようとする意識があったと言える。
2．メッセージの考察
　1932 年、アンガスのメッセージは、飯野、
Hayakawa が記述したような意識をもった日系
二世の若者に向けたものである。白人社会側に
属するアンガスのメッセージは、彼ら日系二世
の自意識を否定するものではなかった。以下、
アンガスのメッセージについて考察する。
　アンガスは「カナダで生まれた者の任務」だ
として、日系の若者に（主流社会の）カナダ人
の文化、そして世界に対する見方を身につける
ことを促している。しかし、この任務が実現可
能となるのはカナダ人の協力次第だと述べる。
言い換えれば、任務が首尾よく遂行できるかど
うか、その責任の半分はカナダ人側にあると
言っているのである。すなわちカナダ生まれの
日本人問題は、他の民族を含めて社会全体で協
力し合う必要があるという認識にたっている。
日系人の重要な任務とは言うが、決して一方的
に日系人に突きつけているわけでないことが読
み取れる。それゆえにアンガスは、「カナダ人
に話をする機会があれば、日本人の助けとなる
ように促したい」と述べ、カナダ国家を祖国と
思うものたちであれば、そうしたリクエストは
当然支持してもらえるはずだ、というのである。
カナダ国家全体を視野に入れての日系人への
メッセージなのである。それは、バランスの取
れた客観的なアドバイスであり、そのことがこ
のメッセージに説得力を与える。そして、次の
世代に引き継がれていくのは「様々な人たちが
入り混じったコミュニティー」だという記述に
至っては、いわばアンガスのみるカナダ国家の
理想を示しているといえるのである。
　カナダ生まれの日本人は、カナダ人の文化を
習得するにあたって、「カナダの仲間たちの行
動の何が役に立つのかをよく見極めてほしい」
という。何を習得すべきか、それは日系の若者
の主体的な判断に任されているのである。その
うえで、カナダ人の好意的でない態度（これは
往々にして人種差別的な意識の表れなのであろ
うが）に腹を立てないようにしてほしいと言う
のである。寛容を求めるこうした言い回しは、
日系人の若者を白人らと対等とみなし、彼ら日
系二世に対する信頼とも見て取れる。
　最後の段で「（日系人たちが）コミュニティー
にとって大切な一員であるという一般的な認識
が築きあがってきた」と言って、アンガスは、
日系人としてカナダ社会に生きる「自信」を持
つことと、カナダ社会全体が日系人の存在価値
を認め、日系人の権利を尊重するまでの「忍耐」
を求めた。これは、カナダ主流社会が日系人の
違いを承認することであり、その一方で、日系
人側に基本的な原則を踏まえた（習得した）う
えで、国家への参加や貢献を期待するのだとい
うことに他ならない。すなわち、今日の多文化
主義に通じる、少数民族のカナダ社会への統合
を説いていたといえるのではないか。
（拙訳）=========================
「カナダ生まれの日本人へのメッセージ」
H.F. アンガス　社会政経学部学部長
　ブリテッシュ・コロンビア大学
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　人種の起源は異なっても、共通の国民、みな
カナダ人である。また、われらの子孫はカナダ
人となるのである。もっとも大事なのは、単に
その国民であることではなく、－国民という資
格を手に入れることも、剥奪されることも簡単
になされてしまうであろう－その国民であるこ
との基盤となる、国家への献身である。そのこ
とがまた、国民であることの意味を与える。カ
ナダ国民であることの誇りと、それに付随する
感情は、人種の違いに勝る。
〈カナダで生まれた者の任務〉
　カナダの市民権を手に入れることよりもっと
難しいことは、そしてもっと重要なことは、カ
ナダ文化やカナダ人の生活の仕方、カナダ人の
世界に対する見方を身につけることである。カ
ナダ文化の習得と保持が、カナダ生まれの日本
人に与えられた任務である。簡単な仕事ではな
いが、仲間のカナダ人の助けや協力を得れば可
能なことである。けれども、その協力が得られ
なければ、拒絶されるようであれば難しい仕事
であろう。我々の文化は教育と社会接触次第で
あるからだ。私は、カナダ生まれの日本人には、
大きなことを求めたい。それは、カナダの仲間
たちの行動の何が役に立つのかをよく見て見極
めてほしいということだ。そして、好意的では
なく、あなたがたを拒絶するような態度に対し
ては腹を立てないようにしてほしいのだ。
〈不当はカナダに不利益である〉
　民族的な出自が異なるほかのカナダ人に話を
する機会があれば、日本人の助けとなるように
促したい。そして、その私のリクエストは支持
してもらえるはずである。何故なら、道理をわ
きまえた人間ならば、不当を感じて心を痛めて
いる少数民族が自国内にいることを望むはずが
ないからである。不当は、行使される者も、行
使する者にとっても、望ましい性質のものには
結びつかない。ひとつのコミュニティーになる
ことを期待しなくてはならない。様々な人たち
が入り混じったコミュニティーこそ、次の世代
に引き継いでいく、社会的な遺産なのである。
〈平等権の永久拒否の愚行〉
　こうした理屈は明白なのだが、そのことが実
際的な結果を導きださなければ、全くの無駄な
話にすぎない。
　人種を理由にして政治的、経済的な権利剥奪
を強いる試みが、愚かな行為であるということ
を認識させなければならない。そのことが認識
されたならば、現状は明らかである。法的に無
力な状況をあらためるのは、必要以上に時間が
掛かるものでも、慌てるようなものでもない。
投票権やそれらに関わるすべての権利をまだ
しっかりとこの国に根付いていない文化的な少
数者に与えるのは危険かもしれない。未来がカ
ナダと共にある人種的少数者にそれらの権利を
保留にしておくのは、明らかに危険なことであ
る。一つの状況から他の状況への変化は、急激
に起こっている。一方で要求が拒否される何ら
かの理由が存在する限り要求はせず、また、要
求が安全になされたあと、他方で譲歩をするこ
とをよしとする限り、変化は最も簡単に起こる
であろう。
〈忍耐と自信〉
　ブリテッシュ・コロンビアではこの数年間
に、カナダ生まれの日本人が永遠に存在する、
コミュニティーにとって大切な一員であるとい
う一般的な認識が築きあがってきたと思う。こ
うした認識から、あとに残る問題も、好転して
いくのであろう。2つの言葉で、私のメッセー
ジを締めくくりたい。忍耐と自信。この 2つを
陶冶する気持ちは、あなた方自身が市民である
カナダの繁栄に求められるものである。
==============================
3．ヘンリー・F・アンガス；日系人のヒーロー
〈敵性外国人資産の管理者権限強化法に対する
抗議〉
　日本との交戦が想定されるようになった
1940 年、日系人を主要な問題とする、アジア
問題に関する連邦政府の諮問機関として「東洋
人に関する特別委員会（“Standing Committee 
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on Orientals”）が設置された。マッケンジー・
キング首相のもとこの委員会には、5 人の
B.C. 州出身者が招集された。この時のメンバー
の一人がアンガスである。
　米国とカナダの関係を研究していたアンガス
が、アジア問題の専門家とみなされるようにな
るのは、1929 年に行われた太平洋問題調査会
（IPR）、京都会議に参加したことが契機であっ
た。第 1次大戦後に、太平洋諸国の情報収集と
理解を目的としたこの調査会で、アンガスは初
代日本公使館の代理行使として東京に赴任して
いたH.L. キンリーサイドらとの連携を強め、
また新渡戸稲造と知り合うなど日本社会の理解
を深めて帰国した。その後アンガスは、すぐに
日系人の参政権付与運動を展開している（大原、
1991）。
　アンガスは 1942 年 1 月、日系人に多大な影
響を与えた強制収容、強制立ち退きを採択した
「B.C. 州におけるに日本人問題に関する会議
（“Japanese Problem”）」に、特別委員会の代
表として関与した。B.C. 州選出議員イアン・ア
リステア・マッケンジーら少数派が主張する強
制移動案は、RCMP（王立騎馬警察=連邦警察）
のフレドリック・J・ミードやアンガスらの反
対にもかかわらず、マッケンジー・キング首相
によって採択された。フレドリック・J・ミー
ド率いる連邦警察は、B.C. 州の日系人を直接監
視する役目を担っていたが、その調査報告など
が、日系人に「脅威」はないとするなかでの、
強硬な日系人立ち退き案の採択であった。
　1942 年 1 月、B.C. 州からの強制立ち退きが
実施されたが、市民の排日感情は収まらず、
B.C. 州の議員からの主張は日系人の国外追放の
要求にまで及んでいる。この様な議論のなかで、
アンガスはキンリーサイドと共に、そうした政
策に対して「品位または人間性に基づいて , 正
当づけられるものではない」（“Unjustiﬁ able 
on any basis of decency or humanity”）（飯野、
1997：114）と批判した。しかし、この発言が
方策を支持する上司に不快に思われ、1943 年
のはじめには事項の決定権がある地位からはず
されている。
　日系人擁護に動いたアンガスの具体的な記録
として、1943 年に出された敵性外国人資産の
管理者（the Custodian of Enemy Property ）
の権限を強化した法令に対する、アンガスの抗
議の手紙が、Sunahara（1981）によって記録
されている。キング政府は強制移動の実施に関
連して戦時非常権能法（War Measures Act）
のもと、敵とみなしてよい外国人資産の管理者
（the Custodian of Enemy Property）に対して、
所有者の許可なく日系人の資産を換金できる権
限を保障する法案制定を公表した。これまで築
き上げた日系人資産の押収である。戦争に伴う
日系人への強制移動は米国の方策に同調して実
施されたが、資産の押収は米国では実施してい
ない。
　この日系人の資産押収を実現させたのは、当
時キング政府の年金および保健大臣であったイ
アン・マッケンジー（バンクーバー議会のメン
バー）である。日系人の強制移動の実現には成
功させたが、このとき多くが農業に関わってい
た日系労働者を移動させたために、結果的に
B.C. 州での農作物の生産に支障をきたす恐れに
直面していた。
　フレーザーバレーの偏狭な土地を、日系人は
ベリーと野菜の豊かな生産地に変えていた。
1942 年には B.C. 州の 83％ のストロベリーと
47％のラズベリーは、日系人が耕作する農地
で生産されていたのである（Sunahara、
1981：89）。ジャム缶の製造会社やベリーマー
ケットの仲介商らへの対応に迫れた政府にあっ
て、マッケンジーンが立案したのは、日系人農
地の白人への払い下げであった。
　第 1次大戦からの帰還した元軍人たちを農業
に従事させるプログラム案（Veterans’ Land 
Act）に取り込ませるかたちで提案し、その方
面の担当政府関係者からの支持を取り付けた。
強制収容とその生活にかかるコストを日本人の
資産から捻出させることだけではなく、すべて
をとり上げることで、その元の土地へ再び日系
人が戻ってくることをあきらめさせることも意
図するものであった。
　Sunahara（1981：105）によれば、この法例
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の発布は、各地域で勝ち進むカナダ、英国軍戦
勝のニュースで湧き上がるなか、ほとんど気づ
かれないように告知されたという。法令に気が
つき始めた日系人の中でも、当初は手続き上の
小さな変更と考えていたという。
　この法令に疑念を抱いて、アンガスに注意を
喚起したのはホワード・ノーマン（Howard 
Norman）牧師であった。以下、アンガスの手
紙（1943 年 3 月 15 日付）についての Sunaha-
ra の記述を拙訳し引用する。
（法令に疑念を持つノーマンからの）話を
うけてアンガスは、敵性外国人の資産管
理者の権限を拡大する内閣令を出したキ
ング首相に反対を表明した。アンガスは、
カナダ市民からの資産押収は、英国にお
ける正義（法）の原則に反し、また米英
で同意された大西洋憲章も無視するもの
である。また、日本の手のなかにある、
アジアにおけるカナダの資産に対して悪
影響を与えることにもなりかねない。敵
性外国人資産管理者が資産の売却を可能
とするのは、資産の売却が日本人所有者
の利益になる場合に限って行うことがで
きると修正することを求める、と書き送っ
た。また、すでに公表されたこの命令は、
ユダヤ人から公民権を奪い取ったドイツ
のニュルンベルク法と変わるものがない
と批判するノーマンらの意見も付け加え
た。
　　（Sunahara、1981：106）
　このアンガスの手紙は、キング首相に無視さ
れ、法案は 3月 28 日に決定されている。
4．結語
　以上、ヘンリー・F・アンガス研究として、
本稿ではTHE NEW AGE紙上に掲載された
アンガスの手記、“Message to Canadian-Born 
Japanese” （THE NEW AGE, 1932）を紹介し、
カナダ社会のマイノリティー、日系人社会に対
するアンガスの考え方を分析した。また、同時
にこの背景にある日系カナダ人二世の問題の一
端を記述した。社会的少数者側の記録、まして
や多数者側に属してそれを擁護したアンガスの
記録は、カナダ史にあって結果的には敗者の記
録に等しい。しかし、日系人あるいは社会的少
数派のヒーローとして、今日に先駆けてマイノ
リティーを承認し、多文化社会の価値を説いた
アンガスは見逃してはならない人物のひとりで
あろう。
註
（1） 1985 年、92 歳の H. F. アンガスと直接インタ
ヴィーした岩手放送佐々木篁氏の記述にアンガス
のコメントとして以下のようなものがある。「新
渡戸がジュビリー病院（ビクトリア市）での手術
の際に、必要になった輸血の提供を求めたのであ
るが「日本人の血液は特別な型だから合わない」
というカナダ人らがいた。このような誤解と闘わ
なければならなかった」（佐々木、1985：189）
（2） The New Canadian Vancouver, Oct. 10
 “On the News front : Prof. Angus speaks to Stu-
dents’ club”
 アンガスはこのクラブの名誉会員となっている。
（3） 原文は以下のようになっている。
 “Greeting from Consul” by Hachiya
 ……The initial publication of this journal is a 
very happy event, as it promises a wealth of in-
terest to those who have been following, or wish 
to follow, the various phases of modern Japan, 
yet because of their lack of knowledge of the 
Japanese language  have hitherto found them-
selves seriously handicapped in that they have 
not been able to read the newspapers in that 
language….
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APPENDIX
H.F. Angus, “MESSAGE TO CANADIAN-BORN JAPANESE”, THE NEW AGE March 12, 1932
Though our racial origins are not the same, we 
have a common nationality, for we are all Cana-
dians and expect that our descendants will be 
Canadians. What matters most is not mere na-
tionality, which can be adopted or rejected very 
easily, but the devotion to our country which 
underlines our nationality and gives it a mean-
ing ‒ the fact that we are proud of our Canadian 
nationality and attached to it. Nationality and 
those sentiments which accompany it should 
outweigh diﬀ erence of race.
The Task of the Canadian-Born
Much more diﬃ  cult than the acquisition of Ca-
nadian nationality ‒ and much more important ‒ 
is the acquisition of Canadian culture, of the Ca-
nadian way of living and Canadian outlook on 
the world. The acquisition and retention of this 
culture is the task which lies before the Canadi-
an-born Japanese. It is not an easy task, though 
it can be made relatively easy by the sympathetic co-operation of their fellow-Canadians. On the 
other hand, it can be made immensely diﬃ  cult if their fellow-Canadians are unsympathetic or ob-
structive, for our culture depends on our education and on our social contacts. I should like to 
appeal to the Canadian-born Japanese to do something really great : to see and appreciate what 
is helpful in the conduct of their fellow-citizens and to avoid being resentful of what is unsympa-
thetic or obstructive.
Injustice Not Beneﬁ cial to Canada
If I were addressing a message to Canadians of other racial origins, I should ask them all to be 
helpful and I should have no diﬃ  culty in ﬁ nding reasons to support my request. For no reason-
able man can wish his country to contain a racial minority smarting under a sense of injustice 
does not develop desirable qualities either in those who are unjust or in those who are treated 
unjustly. We have to look forward to living together in one community, and this mixed commu-
nity is the social heritage which we shall transmit to the next generation.
Folly of Permanent Denial of Equal Rights
While all this is very obvious, it is very futile unless it leads to some practical conclusions. I think 
that it should lead to the recognition of the folly of attempting to impose permanent political or 
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economic disabilities on racial grounds. Once this is recognized, the present situation becomes 
clearer. In removing existing disabilities there is no need for haste and no reason for unneces-
sary delay. It may be dangerous to give voting rights and all that goes with them to a cultural 
minority not yet thoroughly established in the country. It is certainly dangerous to withhold 
them from a racial minority whose future is deﬁ nitely bound up with Canada. The transition 
from one condition to the other is taking place very rapidly. It can be carried out most easily if 
demands are not made on the one side, so long as there is any excuse for refusing them, and 
concessions are not withheld on the other after the moment at which they can be made with 
safety has arrived.
Patience and Conﬁ dence
I think that very great progress has been made in British Columbia during the last few years 
towards the universal recognition of the fact that Canadian-born Japanese are permanent and 
valuable part of the community. From this recognition the rest will follow naturally in the course 
of time. I can, therefore, sum up my message to the Canadian-born Japanese in two words : Pa-
tience and Conﬁ dence. And the motive for cultivating these two attitudes of mind should b a de-
sire for the welfare of Canada, the country of which they are citizens.
